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新規事業及び重要事業総括表 
 

 

Ⅰ 総 額 

 

【病院事業会計】 

区分 平成３１年度 平成３０年度 伸び率 

予算総額 ７０,７８８,２２４千円 ６５,６７２,４５５千円 ７.８％ 

 収益的支出 ６２,８９３,５９６千円 ６０,３９２,３６８千円 ４.１％ 

 資本的支出 ７,８９４,６２８千円 ５,２８０,０８７千円 ４９.５％ 

 

 

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策                      （単位 千円） 

 

 １ 県立病院における診療体制の強化 

 

  Ｐ １   循環器・呼吸器病センターにおける「脳神経センター」の設置 

                                     ２１６，０９０ 

 

  Ｐ １   がんセンターにおける総合診療体制の構築 

                                     ２４２，５６５ 

 

  Ｐ １   地方独立行政法人化の準備 

                                     １９３，９２０ 

 

 



新 規  
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県立病院における診療体制の強化  
 

           担当 経営管理課 経 営 企 画 担 当 内線５９８４ 

県立病院改革担当 内線５９６６ 

 

１ 目的 

  疾病構造の変化に伴う県民の医療ニーズの高度化、多様化に対応するため、

県立病院において脳血管内治療を必要とする救急患者や心臓疾患等の合併症

があるがん患者の受入体制を構築し、高度で専門的な医療を提供する。 

 また、医療環境の変化により迅速かつ柔軟に対応するため、県立病院の経営

形態見直しを行う。 

 

２ 事業内容 

（１）循環器・呼吸器病センターにおける「脳神経センター」の設置 

                          ２１６，０９０千円 

県北地域における救急医療体制を強化するため、脳卒中の脳血管内治療を

提供する体制を整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）がんセンターにおける総合診療体制の構築    ２４２，５６５千円 

高齢化により増え続ける心臓疾患、糖尿病を併発するがん患者の受入れを

拡充するため、これらの合併症患者を診療する体制を整備する。 

 

（３）地方独立行政法人化の準備           １９３，９２０千円 

少子高齢化など医療環境の変化により迅速かつ柔軟に対応していくため、

資産の評価など地方独立行政法人化の準備を進める。  

 

循環器・呼吸器病センター 

 

 

循環器・呼吸器病センター 

≪脳神経センター≫ 

 

 

（現在） 

t-PA 治療 
（薬剤で血栓を溶解） 

脳卒中患者 
発症後４.５時間以内

の救急患者に対応 t-PA 治療 
（薬剤で血栓を溶解） 

脳血管内治療 
（カテーテルで血栓を回収） 

脳卒中患者 
発症後 8時間以内 

の救急患者に対応 

対応できる救急患者が拡大 


